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１．研究の動機と目的 

近年、テレビや SNS といった情報メディアにて

「家庭系食品ロス」について目にする機会が増え

た。家庭内におけるロスは年々 減少しており、問

題に対する意識の向上がみてとれる。だが、未だ食

に対してハードルがあり行動に至れていない層があ

るように感じた。 

本研究では家庭系食品ロスを問題視し、SDGs の

12「つくる責任 つかう責任」を軸に行動に新たな

層に向けた食品ロス 軽減のきっかけづくりを目的

とする。  
 

２．調査内容 

2-1 食品ロスの現状 

食品ロスとは「食べられるのにも関わらず廃棄

されている食品」のことだ。 

日本の食糧廃棄物は約 2510 万 t。そのうちの食

品ロスは 523万 tとなっている。食品ロスには大

まかに二つに分類があり、一つは「事業系食品

ロス」で食品産業において生じる食品の廃棄の

ことを言う。二つ目は「家庭系食品ロス」と言

い、我々の日常生活の中で発生する食品の廃棄

のことを指す。全体の 523万 t中に、事業系食品

ロスは 279万 tあり、家庭系食品ロス量は 244万

t となっている。前年度の家庭系食品ロスは 247

万 t で 3 万 t 軽減している。この数字から各家庭

で食ロス削減の取り組みが増えていることがわ

かる。そして家庭系食品ロスの減少理由とし

て、インターネットでの情報のやり取りが増加

していることが挙げられている。 
 
2-2 消費者意識の調査 

令和 3年度に消費者庁が行った食品ロスの認知度と

取り組み状況等に関する調査によると食品ロス問題

の認知度は約 80％ほどであった。次に年代ごとに

認知度を調査では、70 代以上の 90%が知っている

と答え、反対に 20 代は 66%しか認知しておらず残

りの 33％は「知らない」と回答していた。20 代に

は広く浸透していないのかもしれない。食品ロスを

減らすための取り組みについて聞くと「残さずに食

べる」と回答した人 69%と最も多く、次に「賞味

期限を過ぎても、自分で食べられるか確認する」が

47%、「冷凍保存を活用する」が 45%という結果に

なった。この上位 3つは取り組みが多いことから生

活の中に取り入れやすいと考えられる。一方で、

「取り組んでいることはない」と回答した人は

10%あった。食品ロス問題を認知し、削減に取り組

む人の割合は 78%であった。昨年と比較すると、

取り組む人の割合は 1.7%増加していた。 

グラフ１：令和 3 年度消費者の意識に関する調査

（出典 費者庁） 

 
 

３．コンセプトおよびアイデア展開 

 調査内容から、20 代の認知度が一番低く、若者

に向けたツールの展開を測る。ターゲット層を 20
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代の一人暮らしを行う人とした。コンセプトは「野

菜の保存方法のハードルを下げ、実行を促す」とす

る。これから一人暮らしを始める若者は食材管理は

ハードルがあり、食に対する知識と方法を伝えるツ

ールが求められているのではないかと考えた。野菜

の保存方法を記したサイト多く見られるが、その大

半は硬い印象を抱かせていると感じた。 

そこで、柔らかく気軽に調べやすい若者向けの

WEB サイト制作を行う。現状考えているもので

は、ビジュアルメインの絵本 WEB サイトを考えて

いる。 

 
４．制作状況 

 野菜に対する保存方法を手軽に学習できるサイト

の制作を行う。 スマホで片手間にできるような直

感的なデザインで制作すること により、ハードル

の低下とロス軽減の意欲を向上させる狙いがある。

サイト内容は賞味期限、消費期限の知識と野菜果物

の管理方法をイラスト形式で解説する絵本のような

構成にする。現在は XD にてワイヤーフレームの

制作を行っている 

図 1：ワイヤーフレームの試作 
 
５．今後の予定 

XD でワイヤーフレームと UI を完成させる。その

後、コーディングにて実際にサイトを展開する。実

際に触れて体験してもらうことで、ヒアリングとフ

ィードバックを行う。不具合や修正箇所の手直しを

し作品向上に努める。 
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